Teaching Composition in View of Creative Self-Expression by 安河内 義己
自
己
表
現
と
し
て
の
作
文
の
指
導
1
取
材
力
ー
ド
　
モ
ザ
イ
ク
方
式
㈲
安
　
河
　
内
　
義
己
知
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
　
取
材
カ
ー
ド
・
モ
ザ
イ
ク
方
式
の
作
文
の
過
程
は
、
拙
稿
『
自
己
表
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の
指
導
ー
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材
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ー
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モ
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イ
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）
で
見
た
よ
う
に
、
自
己
表
現
に
値
す
る
と
こ
ろ
の
自
己
づ
く
り
を
ど
う
進
め
る
か
の
過
程
で
も
あ
っ
た
。
作
文
過
程
自
己
づ
く
り
の
過
程
知
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
一
書
く
場
の
設
定
一
自
己
づ
く
り
の
場
の
設
一
　
フ
ィ
ー
ル
ド
の
設
定
－
必
要
・
目
的
の
設
定
定
2
表
現
相
手
の
設
定
3
　
題
材
の
設
定
（
同
上
）
（
同
上
）
二
　
取
材
力
ー
ド
づ
く
り
二
　
自
己
づ
く
り
ニ
　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
ー
－
　
取
材
構
想
－
自
己
づ
く
り
構
想
ー
　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
構
想
2
　
取
材
活
動
2
　
自
己
づ
く
り
活
動
2
知
識
の
収
集
3
評
価
と
再
取
材
活
動
3
　
自
己
索
定
活
動
3
よ
り
有
効
な
知
識
の
収
集
①
仮
主
題
の
決
定
①
自
己
の
仮
決
定
①
知
識
の
手
持
ち
分
、
不
足
分
の
確
認
②
取
材
の
焦
点
化
②
自
己
の
具
体
化
－
②
知
識
の
収
集
－
③
取
材
の
詳
述
化
③
自
己
の
具
体
化
2
③
知
識
の
収
集
2
取材カード・モザイク方式の作文過程表1
三
　
モ
ザ
イ
ク
活
動
三
自
己
の
確
定
活
動
三
　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
2
－
主
題
の
確
定
－
自
己
の
確
定
－
知
識
の
ネ
ッ
ト
ワ
i
ク
づ
く
り
2
　
モ
ザ
イ
ク
活
動
2
自
己
の
構
成
2
　
知
の
構
成
3
作
品
の
出
来
上
が
り
3
　
自
己
の
誕
生
3
　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
3
知
の
活
用
四
作
品
の
値
踏
み
活
動
四
自
己
の
値
踏
み
活
動
四
　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
4
－
作
品
の
客
体
化
－
自
己
の
客
体
化
－
　
知
恵
の
享
受
①
必
要
・
目
的
の
充
足
①
つ
く
ら
れ
た
自
己
の
①
必
要
・
目
的
の
充
足
度
を
量
る
実
体
を
と
ら
え
る
度
の
享
受
②
表
現
相
手
に
と
っ
て
②
自
己
の
実
体
が
見
え
②
表
現
相
手
と
の
享
受
の
適
切
度
を
量
る
や
す
い
か
を
量
る
2
作
品
の
仕
上
げ
と
発
2
自
己
づ
く
り
の
仕
上
2
知
恵
の
仕
上
げ
と
発
表
げ
と
発
表
表
3
次
の
表
現
活
動
へ
3
次
の
自
己
づ
く
り
へ
3
　
次
の
知
づ
く
り
へ
　
こ
の
表
1
の
作
文
過
程
は
、
こ
れ
を
思
考
が
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
く
か
と
い
う
点
に
着
眼
し
て
み
る
と
、
表
1
中
の
三
段
目
に
示
し
た
よ
う
に
、
「
知
の
フ
ィ
，
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
概
念
で
以
て
置
き
換
え
ら
れ
よ
う
。
　
こ
れ
は
、
体
験
を
い
か
に
客
体
化
（
記
号
化
）
す
る
か
、
客
体
化
（
記
号
化
）
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
体
験
を
い
か
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
、
に
よ
っ
安
河
内
首
己
表
現
と
し
て
の
作
文
の
指
導
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育
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二
十
六
号
二
て
導
か
れ
る
体
験
と
記
号
間
の
往
復
活
動
、
そ
の
往
復
活
動
の
と
こ
ろ
に
思
考
が
展
開
す
る
と
い
う
こ
と
の
具
体
を
、
　
「
知
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
と
し
て
見
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
そ
う
す
る
と
、
れ
る
。
知
の
生
成
と
発
展
の
過
程
は
、
次
の
よ
う
に
も
と
ら
え
ら
1
　
知
の
生
成
と
発
展
の
過
程
　
ま
ず
、
知
の
生
成
と
発
展
の
過
程
を
、
端
的
に
次
の
よ
う
に
と
ら
え
る
。
題
材
知
実
践
知
・
問
い
は
、
目
的
、
テ
ー
マ
、
課
題
、
問
題
、
な
ど
の
総
称
。
こ
れ
に
よ
つ
て
、
知
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
ど
の
方
向
に
向
け
て
、
ど
の
程
度
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
す
る
か
の
制
御
が
働
く
こ
と
に
な
る
。
・
知
識
は
、
問
い
に
導
か
れ
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
題
材
に
つ
い
て
認
識
さ
れ
た
こ
と
の
結
果
。
題
材
に
つ
い
て
の
知
が
得
ら
れ
た
と
い
う
ふ
う
に
見
れ
ば
、
こ
の
知
識
を
題
材
知
、
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
・
知
は
、
問
い
に
導
か
れ
て
、
得
ら
れ
た
知
識
と
知
識
と
の
関
係
づ
け
（
知
識
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
）
が
図
ら
れ
た
こ
と
の
結
果
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
、
題
材
が
ど
の
よ
う
な
価
値
を
も
つ
か
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
か
が
こ
こ
で
明
ら
か
と
な
る
。
先
の
よ
う
に
、
知
識
は
題
材
知
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
得
ら
れ
た
知
は
、
題
材
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
と
の
間
の
関
係
の
あ
り
よ
う
を
示
す
の
で
、
こ
れ
を
関
係
知
、
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
・
知
恵
は
、
知
を
間
い
の
達
成
や
解
明
の
た
め
に
活
用
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
て
く
る
も
の
で
、
こ
れ
は
、
い
わ
ば
実
践
知
で
あ
る
。
2
　
再
構
成
の
過
程
　
1
で
述
べ
た
「
知
の
生
成
と
発
展
の
過
程
」
に
、
こ
の
項
で
述
べ
る
「
再
構
成
の
過
程
」
を
、
次
の
よ
う
に
結
び
つ
け
て
置
く
。
　
（
「
再
構
成
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
『
自
己
表
現
と
し
て
の
作
文
の
指
導
ー
取
材
力
i
ド
・
モ
ザ
イ
ク
方
式
㈹
』
　
「
長
崎
大
学
教
育
学
部
国
語
国
文
学
会
誌
第
二
十
号
五
五
頁
　
一
九
九
六
年
二
月
刊
参
照
さ
れ
た
い
）
問
い
知
　
識
題
材
知
構
成
要
素
生
成
過
程
へ
の
還
元
　
知
関
係
知
再
構
成
1
知
　
恵
実
践
知
再
構
成
2
r享
受
　
そ
う
す
る
と
、
　
「
知
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
を
踏
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
　
「
知
の
生
成
と
発
展
」
は
、
　
「
再
構
成
」
の
過
程
を
進
め
る
作
業
で
あ
る
。
・
構
成
要
素
、
生
成
過
程
へ
の
還
元
の
段
階
で
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
し
た
（
題
材
へ
作
用
し
か
け
、
題
材
か
ら
そ
の
成
果
を
付
与
さ
れ
た
）
こ
と
を
言
語
化
す
る
（
作
文
で
い
え
ば
、
取
材
す
る
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
題
材
の
表
象
面
や
現
象
面
の
奥
に
隠
さ
れ
て
い
る
題
材
を
構
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
要
素
（
こ
れ
が
知
識
・
題
材
知
と
な
る
）
を
得
る
。
あ
る
い
は
、
生
成
さ
れ
た
題
材
の
今
の
姿
か
ら
逆
上
っ
て
、
生
成
の
ス
タ
ー
ト
地
点
、
な
い
し
は
、
そ
の
途
次
に
あ
る
姿
（
こ
れ
が
知
識
・
題
材
知
と
な
る
）
を
得
る
。
・
再
構
成
1
の
段
階
で
は
、
構
成
要
素
や
生
成
過
程
へ
と
バ
ラ
さ
れ
た
知
識
・
題
材
知
を
、
問
い
の
達
成
や
解
明
に
役
立
つ
よ
う
に
構
成
し
な
お
す
。
構
成
し
な
お
す
こ
と
に
よ
っ
て
知
・
関
係
知
が
得
ら
れ
る
。
・
再
構
成
2
の
段
階
で
は
、
知
・
関
係
知
を
問
い
の
達
成
や
解
明
の
た
め
に
活
用
す
る
。
活
用
し
て
み
て
成
果
が
得
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
が
知
恵
・
実
践
知
と
な
る
。
・
享
受
の
段
階
で
は
、
知
恵
・
実
践
知
の
よ
さ
を
実
感
し
、
満
喫
す
る
。
3
　
体
験
の
純
化
と
深
化
の
過
程
　
再
構
成
の
過
程
を
踏
む
こ
と
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
知
の
生
成
と
発
展
の
過
程
は
、
こ
れ
が
ま
さ
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
し
て
成
立
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
過
程
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
の
体
験
と
し
て
成
立
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
そ
し
て
、
そ
の
体
験
は
、
　
「
問
い
」
の
達
成
や
解
明
に
向
け
て
ま
す
ま
す
有
効
と
な
る
よ
う
、
し
だ
い
に
純
化
さ
れ
、
深
化
さ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
そ
こ
で
、
そ
の
体
験
の
純
化
と
深
化
の
過
程
を
、
先
の
「
知
の
生
成
と
発
展
の
過
程
」
、
　
「
再
構
成
の
過
程
」
と
結
び
付
け
て
、
次
の
よ
う
に
置
く
。
問
い
口
　
　
”
哉
矢
　
　
…
ロ
題
材
知
構
成
要
素
生
成
過
程
へ
の
還
元
　
知
関
係
知
体
験
1
再
構
成
1
実知
践
知恵
再
構
成
2
体
験
2
享
受
体
験
3
体
験
4
こ
の
体
験
1
～
4
の
そ
れ
ぞ
れ
の
と
こ
ろ
で
は
、
次
の
こ
と
が
な
さ
れ
る
。
・
体
験
1
の
と
こ
ろ
で
な
さ
れ
る
こ
と
　
①
自
ら
「
問
い
」
を
設
定
す
る
。
　
②
そ
の
「
問
い
」
に
導
か
れ
て
、
自
ら
フ
イ
ー
ル
ド
で
あ
る
題
材
に
　
　
　
多
量
に
、
多
様
に
作
用
し
か
け
る
。
　
③
　
作
用
し
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
題
材
か
ら
付
与
さ
れ
る
多
種
多
　
　
　
様
な
も
の
を
、
　
「
知
識
・
題
材
知
」
と
し
て
自
ら
の
も
の
に
す
る
。
　
そ
の
際
、
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
題
材
の
構
成
要
素
や
生
成
過
程
へ
の
還
元
を
ど
の
程
度
ま
で
進
め
る
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
の
自
己
表
現
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
安
河
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己
表
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と
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て
の
作
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の
指
導
三
長
崎
大
学
教
育
学
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教
科
教
育
学
研
究
報
告
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十
六
号
四
・
体
験
2
の
と
こ
ろ
で
な
さ
れ
る
こ
と
　
「
知
識
・
題
材
知
」
に
相
当
す
る
も
の
は
、
「
体
験
1
」
の
部
分
的
側
面
で
あ
り
、
断
片
的
側
面
で
あ
り
、
ト
ピ
ッ
ク
的
側
面
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
た
「
知
識
・
題
材
知
」
間
に
、
異
同
関
係
や
因
果
関
係
な
ど
を
見
い
だ
す
関
係
づ
け
作
業
（
「
再
構
成
1
」
の
作
業
）
を
す
る
。
　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
部
分
的
、
断
片
的
、
ト
ピ
ッ
ク
的
に
し
か
と
ら
え
ら
れ
な
か
っ
た
「
体
験
1
」
が
、
ト
ー
タ
ル
的
に
構
造
的
に
、
意
味
あ
る
体
験
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
く
。
こ
れ
が
「
体
験
2
」
で
あ
る
。
　
「
体
験
2
」
は
、
　
「
体
験
1
」
の
内
容
を
、
　
「
問
い
」
に
導
か
れ
、
　
「
問
い
」
に
即
す
る
よ
う
に
「
再
構
成
1
」
す
る
、
　
「
体
験
1
」
の
メ
タ
体
験
で
あ
る
。
　
こ
こ
で
は
、
次
の
こ
と
を
す
る
。
　
①
　
「
問
い
」
を
確
認
す
る
。
　
②
　
　
「
知
識
・
題
材
知
」
を
分
類
す
る
、
結
び
付
け
る
、
ま
と
め
る
、
な
　
　
　
ど
し
て
「
知
・
関
係
知
」
を
導
き
出
す
。
　
③
　
　
「
知
・
関
係
知
」
の
う
ち
か
ら
、
　
「
問
い
」
に
導
か
れ
、
自
分
に
と
　
　
　
っ
て
も
っ
と
も
必
要
、
も
っ
と
も
大
事
な
「
知
・
関
係
知
」
を
選
定
　
　
　
す
る
作
業
（
「
再
構
成
2
」
の
作
業
）
を
す
る
。
　
そ
の
際
、
ど
の
よ
う
に
ト
ー
タ
ル
的
に
、
ど
の
よ
う
な
構
造
を
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
題
材
に
与
え
る
か
（
こ
れ
が
「
知
・
関
係
知
」
と
な
る
）
、
そ
し
て
、
　
「
知
・
関
係
知
」
の
う
ち
か
ら
ど
れ
を
自
分
に
と
っ
て
有
効
な
も
の
と
し
て
選
択
す
る
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
フ
イ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
の
自
己
表
現
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
・
体
験
3
の
と
こ
ろ
で
な
さ
れ
る
こ
と
　
「
体
験
3
」
は
、
　
「
体
験
2
」
に
導
か
れ
、
よ
り
「
問
い
」
の
達
成
や
解
明
に
即
す
る
よ
う
に
、
「
体
験
1
」
を
整
理
し
た
り
、
修
正
し
た
り
、
焦
点
化
し
た
り
す
る
（
こ
れ
が
「
再
構
成
2
」
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
　
「
体
験
1
」
を
よ
り
よ
く
体
験
し
な
お
す
体
験
で
あ
る
。
　
こ
こ
で
は
、
次
の
こ
と
を
す
る
。
　
①
「
知
・
関
係
知
」
を
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
題
材
に
活
用
し
、
「
問
い
」
　
　
　
の
達
成
や
解
明
を
図
る
。
　
②
　
活
用
の
成
果
と
し
て
「
知
・
関
係
知
」
か
ら
「
知
恵
・
実
践
知
」
を
　
　
　
得
る
。
　
そ
の
際
、
　
「
体
験
1
」
を
ど
う
純
化
し
、
ど
う
深
化
さ
せ
る
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
の
自
己
表
現
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
・
体
験
4
の
と
こ
ろ
で
な
さ
れ
る
こ
と
　
「
知
・
関
係
知
」
か
ら
得
ら
れ
る
「
恵
」
み
を
十
分
に
堪
能
す
る
。
こ
の
場
合
、
　
「
恵
」
み
の
恩
恵
に
十
分
に
預
か
れ
る
か
否
か
は
、
　
「
知
・
関
係
知
」
の
も
つ
機
能
を
、
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
　
「
知
」
の
も
つ
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
場
は
、
　
「
体
験
1
」
の
場
と
同
じ
場
で
あ
る
。
そ
の
同
じ
場
で
、
「
体
験
1
」
よ
り
も
い
っ
そ
う
よ
い
体
験
が
得
ら
れ
る
た
め
に
は
、
　
「
知
」
か
ら
「
恵
」
み
を
引
き
出
す
ひ
た
す
ら
な
実
践
が
必
要
で
あ
る
。
　
「
体
験
4
」
は
、
図
1
中
に
、
「
知
・
関
係
知
」
の
「
享
受
」
と
置
い
た
よ
う
に
、
「
体
験
3
」
の
成
果
の
ほ
ど
を
確
か
め
る
、
評
価
す
る
、
分
か
ち
合
う
な
ど
の
こ
と
を
し
な
が
ら
、
　
「
問
い
」
の
達
成
や
解
明
が
で
き
た
こ
と
の
充
足
感
を
満
喫
し
、
　
「
知
恵
・
実
践
知
」
の
有
効
性
を
実
感
す
る
体
験
を
す
る
。
　
こ
こ
で
は
、
次
の
こ
と
を
す
る
。
　
①
　
達
成
さ
れ
、
解
明
さ
れ
た
こ
と
の
成
果
を
、
確
か
に
自
分
の
も
の
と
　
　
　
す
る
。
　
②
　
成
果
を
評
価
し
、
他
者
と
交
換
し
合
う
。
　
③
得
ら
れ
た
「
知
・
実
践
知
」
の
よ
さ
を
実
感
す
る
。
　
　
そ
の
際
、
成
果
に
何
を
見
、
ど
う
充
足
感
を
も
つ
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
　
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
の
自
己
表
現
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
以
上
を
、
　
「
知
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
の
構
造
と
し
て
簡
明
に
図
式
化
す
る
と
、
次
の
図
1
「
知
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
構
造
」
が
得
ら
れ
る
。
問
い
知
　
識
題
材
知
知
関
係
知
知
　
恵
実
践
知
構
成
要
素
生
成
過
程
へ
の
還
元
再
構
成
1
再
構
成
2
享
受
体
験
2
体
験
3
体
験
4
体
験
1
自
己
表
現
活
動
1
自
己
表
現
活
動
2
自
己
表
現
活
動
3
自
己
表
現
活
動
4
知
の
知
の
知
の
知
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
2
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
3
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
4
こ
の
図
1
中
の
用
語
を
使
え
ば
、
　
「
知
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
知のフィールドワークの構造図1
は
　、
次
の
よ
う
に
定
義
で
き
よ
う
。
「
知
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
ー
・
2
・
3
・
4
と
い
う
、
ス
パ
イ
ラ
ル
に
発
展
す
る
過
程
を
も
つ
。
知
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
ー
　
　
フ
ィ
ー
ル
ド
に
得
ら
れ
た
「
体
験
1
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
　
「
問
い
」
　
に
導
か
れ
て
「
構
成
要
素
、
生
成
過
程
へ
の
還
元
」
を
進
め
、
還
元
し
た
　
そ
れ
ら
を
「
知
識
・
題
材
知
」
と
し
て
把
握
す
る
「
自
己
表
現
活
動
1
」
　
を
展
開
す
る
こ
と
。
　
「
自
己
表
現
と
し
て
の
作
文
の
指
導
」
の
場
合
で
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
表
1
中
の
次
の
よ
う
な
過
程
と
し
て
具
体
化
さ
れ
る
。
二
　
取
材
力
ー
ド
づ
く
り
　
1
　
取
材
構
想
　
2
　
取
材
活
動
　
3
　
評
価
と
再
取
材
活
動
　
　
①
　
仮
主
題
の
決
定
　
　
②
　
取
材
の
焦
点
化
　
　
③
　
取
材
の
詳
述
化
知
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
2
　
　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
ー
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
「
知
識
・
題
材
知
」
を
、
　
「
問
い
」
に
導
か
れ
て
「
問
い
」
に
即
す
る
よ
う
に
「
再
構
成
1
」
す
る
　
「
体
験
2
」
を
進
め
、
　
「
知
識
・
題
材
知
」
を
「
知
・
関
係
知
」
と
し
て
　
把
握
す
る
「
自
己
表
現
活
動
2
」
を
展
開
す
る
こ
と
。
　
　
「
自
己
表
現
と
し
て
の
作
文
の
指
導
」
の
場
合
で
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
安
河
内
”
自
己
表
現
と
し
て
の
作
文
の
指
導
五
長
崎
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教
育
学
部
教
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育
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号
　
表
1
中
の
次
の
よ
う
な
過
程
と
し
て
具
体
化
さ
れ
る
。
三
　
モ
ザ
イ
ク
活
動
　
1
　
主
題
の
確
定
　
2
　
モ
ザ
イ
ク
活
動
知
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
3
　
　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
2
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
「
知
．
関
係
知
」
を
「
問
　
い
」
に
よ
り
即
す
る
よ
う
に
「
再
構
成
2
」
す
る
「
体
験
3
」
を
進
め
、
　
「
知
・
関
係
知
」
を
「
知
恵
・
実
践
知
」
と
し
て
把
握
し
、
　
「
体
験
1
」
　
の
純
度
を
高
め
、
深
化
を
進
め
る
道
を
開
く
「
自
己
表
現
活
動
3
」
を
展
　
開
す
る
こ
と
。
　
　
「
自
己
表
現
と
し
て
の
作
文
の
指
導
」
の
場
合
で
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
　
表
－
中
の
次
の
よ
う
な
過
程
と
し
て
具
体
化
さ
れ
る
。
三
　
モ
ザ
イ
ク
活
動
　
3
　
作
品
の
出
来
上
が
り
知
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
4
　
　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
3
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
、
　
「
体
験
1
」
　
っ
そ
う
純
化
さ
れ
、
深
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
「
体
験
3
」
　
恵
・
実
践
知
」
の
よ
さ
を
実
感
し
、
　
「
享
受
」
し
て
い
く
、
　
活
動
4
」
を
展
開
す
る
こ
と
。
　
　
「
自
己
表
現
と
し
て
の
作
文
の
指
導
」
の
場
合
で
い
え
ば
、
　
表
1
中
の
次
の
よ
う
な
過
程
と
し
て
具
体
化
さ
れ
る
。
の
よ
り
い
に
、
　
「
知
「
自
己
表
現
そ
れ
は
、
　
　
①
必
要
・
目
的
の
充
足
度
を
量
る
　
　
②
　
表
現
相
手
に
と
っ
て
の
適
切
度
を
量
る
　
2
　
作
品
の
仕
上
げ
と
発
表
　
1
　
作
品
の
客
体
化
四
　
作
品
の
値
踏
み
活
動
二
　
知
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
活
性
化
山ノ￥
　
以
上
述
べ
た
「
知
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
が
、
活
発
に
進
め
ら
れ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
次
の
三
つ
の
こ
と
で
あ
る
。
　
一
つ
は
、
フ
イ
ー
ル
ド
で
あ
る
と
こ
ろ
の
題
材
に
つ
い
て
よ
く
知
る
と
い
・
つ
こ
と
。
　
二
つ
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
よ
く
知
っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
題
材
を
媒
介
に
し
て
、
自
分
自
身
の
「
知
・
関
係
知
」
を
つ
く
り
出
す
こ
と
。
　
三
つ
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
立
場
や
目
的
に
照
ら
し
、
ほ
ん
と
う
に
自
分
に
と
っ
て
必
要
で
有
効
な
「
知
・
関
係
知
」
を
獲
得
す
る
こ
と
。
1
　
知
識
・
題
材
知
の
獲
得
と
し
て
の
取
材
活
動
　
一
つ
め
の
、
　
「
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
と
こ
ろ
の
題
材
に
つ
い
て
よ
く
知
る
」
こ
と
の
具
体
（
そ
の
内
容
、
そ
の
方
法
）
に
つ
い
て
、
次
の
事
例
1
に
ま
ず
見
て
み
よ
う
。
事
例
1
　
単
元
「
と
て
も
た
の
し
か
っ
た
よ
（
た
の
し
い
よ
　
お
み
せ
や
さ
ん
ご
　
　
　
っ
こ
）
」
　
（
福
岡
県
　
春
日
南
小
学
校
第
二
学
年
　
一
九
九
五
年
実
践
）
単
元
の
目
標
1
　
お
み
せ
や
さ
ん
ご
っ
こ
を
し
た
こ
と
の
中
か
ら
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
時
間
　
に
沿
っ
て
、
た
く
さ
ん
書
く
こ
と
が
で
き
る
。
2
　
ご
っ
こ
活
動
と
作
文
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
書
く
こ
と
を
た
く
さ
ん
見
　
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
3
　
相
手
意
識
、
目
的
意
識
を
持
ち
な
が
ら
、
意
欲
的
に
作
文
に
書
く
こ
と
が
で
　
き
る
。
単
元
の
計
画
（
全
1
5
時
間
・
生
活
科
石
・
図
画
工
作
科
4
・
国
語
科
舗
）
1
　
お
店
や
さ
ん
に
対
す
る
興
味
関
心
を
持
た
せ
、
意
欲
的
に
お
店
や
さ
ん
ご
っ
　
こ
の
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
る
。
　
（
生
活
科
1
時
間
）
2
　
開
き
た
い
お
店
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
売
り
た
い
商
品
や
お
店
に
つ
い
　
て
話
し
合
わ
せ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
活
科
1
時
間
）
3
　
開
き
た
い
お
店
に
つ
い
て
、
絵
や
文
で
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
さ
　
せ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
活
科
と
国
語
科
で
1
時
問
）
4
　
お
店
を
開
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
し
、
チ
ラ
シ
を
作
ら
せ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
活
科
と
図
画
工
作
科
で
4
時
間
）
5
　
1
組
の
お
店
へ
行
っ
て
買
い
物
を
さ
せ
る
。
　
　
　
（
生
活
科
1
時
問
）
6
　
1
回
目
の
お
店
や
さ
ん
ご
っ
こ
を
し
て
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
作
文
に
書
く
　
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
る
。
　
　
　
（
生
活
科
と
国
語
科
で
2
時
問
）
7
　
も
っ
と
楽
し
く
な
る
よ
う
な
工
夫
を
考
え
さ
せ
、
　
「
も
っ
と
カ
ー
ド
」
に
書
　
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（
国
語
科
1
時
問
）
8
　
「
も
っ
と
カ
ー
ド
」
を
も
と
に
、
さ
ら
に
工
夫
し
て
お
店
の
改
善
が
で
き
る
　
よ
う
に
さ
せ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
画
工
作
科
1
時
間
）
9
　
1
組
の
お
店
へ
行
っ
て
、
買
い
物
を
さ
せ
る
。
　
　
（
生
活
科
1
時
間
）
10
2
回
目
の
お
店
や
さ
ん
ご
っ
こ
を
し
て
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
や
が
ん
ば
っ
た
　
こ
と
な
ど
を
、
会
話
文
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
活
科
と
国
語
科
で
2
時
間
）
n
　
家
の
人
に
作
文
の
感
想
を
書
い
て
も
ら
い
、
や
り
遂
げ
た
と
い
う
喜
び
味
わ
わ
せ
る
。
（
課
外
）
　
こ
の
単
元
の
目
標
は
、
ひ
と
こ
と
で
い
え
ば
、
　
「
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
た
く
さ
ん
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
」
で
あ
る
。
　
そ
の
た
め
、
単
元
の
計
画
の
6
と
1
0
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
お
店
や
さ
ん
ご
っ
こ
が
二
回
も
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
　
一
回
目
で
味
わ
っ
た
楽
し
さ
が
も
つ
と
味
わ
え
る
ば
か
り
か
、
一
回
目
で
は
昧
わ
え
な
か
っ
た
楽
し
さ
が
二
回
目
で
は
昧
わ
え
る
に
違
い
な
い
、
と
い
う
指
導
者
の
も
く
ろ
み
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
が
、
実
践
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
出
て
き
た
。
・
一
回
目
で
味
わ
っ
た
楽
し
さ
が
も
っ
と
味
わ
え
た
の
は
予
想
の
と
お
り
。
・
し
か
し
、
一
回
目
で
は
味
わ
え
な
か
っ
た
二
回
目
な
ら
で
は
の
楽
し
さ
が
顕
著
に
出
て
こ
な
か
っ
た
。
・
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
ば
、
二
回
も
お
店
や
さ
ん
ご
っ
こ
を
や
る
こ
と
の
積
極
的
意
味
が
な
い
で
は
な
い
か
。
　
こ
の
よ
う
な
問
題
が
な
ぜ
出
て
き
た
か
。
　
そ
れ
は
、
こ
の
単
元
の
計
画
が
ま
ず
い
か
ら
で
は
な
い
。
計
画
は
こ
れ
で
十
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
　
「
お
店
や
さ
ん
ご
っ
こ
の
楽
し
さ
」
の
具
体
は
何
か
の
と
ら
え
と
、
そ
こ
を
踏
ま
え
て
の
計
画
の
7
の
、
　
も
っ
と
楽
し
く
な
る
よ
う
な
工
夫
を
考
え
さ
せ
、
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
る
。
作
業
が
十
分
で
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
も
っ
と
カ
ー
ド
」
を
書
く
安
河
内
百
己
表
現
と
し
て
の
作
文
の
指
導
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開
店
準
備
の
楽
し
さ
「
，
、
お
店
づ
く
り
の
楽
し
さ
－
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
皿
①
机
の
配
置
を
す
る
皿
②
品
物
置
き
場
を
つ
く
る
㎜
③
品
物
を
並
べ
る
一
④
看
板
を
出
す
一
⑤
店
を
か
ざ
り
つ
け
る
「
－
商
品
づ
く
り
の
楽
し
さ
」
㎝
⑥
品
物
を
つ
く
る
　
　
　
…
　
㎝
⑦
値
段
を
つ
け
る
　
　
　
…
一
F
I
ー
ロ
ー
I
I
I
I
I
I
「
I
I
匹
ー
I
l
塵
I
I
膣
l
I
馳
6
1
塵
」
　
つ
く
っ
た
　
お
店
や
さ
ん
・
お
も
ち
ゃ
や
さ
ん
・
お
す
し
や
さ
ん
・
く
す
り
や
さ
ん
・
本
や
さ
ん
・
お
か
し
や
さ
ん
・
文
ぼ
う
ぐ
や
さ
ん
・
よ
う
ふ
く
や
さ
ん
・
け
ー
き
や
さ
ん
開
店
営
業
の
楽
し
さ
…
売
る
楽
し
さ
－
－
…
・
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
⑧
呼
び
込
む
　
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
・
…
⑨
会
話
す
る
　
　
　
皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
㎜
⑩
品
の
評
価
を
す
る
㎜
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薗
一
I
I
I
I
I
I
I
－
1
匪
塵
顧
ー
1
－
5
5
陰
I
1
8
8
1
』
「
：
売
れ
る
楽
し
さ
－
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
…
⑪
買
っ
て
も
ら
う
　
　
㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
…
⑫
次
々
売
れ
る
　
　
…
一
－
酢
5
8
9
8
9
聖
－
璋
I
l
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
』
「
－
計
算
す
る
楽
し
さ
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
⑬
割
引
を
す
る
　
　
　
…
ロ
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表2「お店やさんごっこの楽しさ」の具体
八
　
表
2
は
、
二
年
生
に
と
っ
て
の
「
お
店
や
さ
ん
ご
っ
こ
の
楽
し
さ
の
具
体
」
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
こ
う
い
う
具
体
を
と
ら
え
る
こ
と
、
そ
れ
が
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
題
材
に
つ
い
て
よ
く
知
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
で
は
、
よ
く
知
る
た
め
に
ど
う
す
る
か
。
　
先
の
単
元
の
計
画
の
6
の
と
こ
ろ
で
、
出
来
上
が
っ
た
作
文
「
一
回
目
の
お
店
や
さ
ん
ご
っ
こ
を
し
て
楽
し
か
っ
た
こ
と
」
を
手
が
か
り
に
、
表
2
に
見
た
よ
う
な
楽
し
さ
の
具
体
を
子
ど
も
た
ち
と
共
に
洗
い
出
す
の
で
あ
る
。
　
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
取
材
力
ー
ド
を
み
ん
な
で
読
み
合
う
。
　
ド
キ
ド
キ
し
た
お
み
せ
や
さ
ん
ご
っ
こ
　
　
二
年
　
前
野
し
ょ
う
子
　
お
か
あ
さ
ん
、
き
ょ
う
、
一
回
目
の
お
み
せ
び
ら
き
を
し
ま
し
た
。
　
た
の
し
か
っ
た
こ
と
を
お
し
え
ま
す
。
　
ま
ず
、
お
み
せ
の
よ
う
い
を
し
ま
し
た
。
し
な
も
の
は
、
1
3
こ
か
1
4
こ
か
1
5
こ
で
し
た
。
だ
か
ら
、
す
ぐ
う
れ
る
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
す
ぐ
に
う
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
1
ば
ん
さ
い
し
ょ
に
、
人
が
き
て
、
た
ち
ど
ま
っ
て
、
か
う
と
思
っ
て
、
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。
こ
こ
の
く
す
り
は
よ
く
き
く
よ
。
」
と
い
っ
た
ら
、
そ
の
人
は
、
も
う
た
っ
た
か
た
と
ち
が
う
お
み
せ
に
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
ち
が
う
人
が
き
て
、
さ
っ
き
と
い
っ
し
ょ
の
と
う
り
に
し
た
ら
、
と
っ
と
こ
と
と
ち
が
う
お
み
せ
に
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
や
っ
と
し
な
も
の
が
う
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
は
み
が
き
で
す
。
そ
し
て
、
だ
ん
だ
ん
う
れ
て
、
リ
ポ
ピ
タ
ン
D
が
う
れ
た
の
に
、
「
は
い
。
や
っ
ぱ
り
や
め
る
。
」
て
い
っ
た
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
い
や
だ
っ
た
で
す
。
し
ょ
う
ひ
ん
が
、
4
つ
に
な
っ
て
、
す
は
ら
り
え
こ
ち
ゃ
ん
て
い
う
こ
が
、
な
に
か
を
、
か
っ
て
く
れ
て
、
し
な
も
の
が
、
3
つ
に
な
て
、
あ
と
、
マ
ス
ク
2
ま
い
と
、
あ
と
な
に
か
が
ー
つ
で
し
た
。
そ
の
う
ち
そ
の
な
ん
か
が
う
れ
て
、
あ
と
マ
ス
ク
2
ま
い
だ
か
ら
、
わ
た
し
は
お
も
わ
ず
、
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。
こ
の
マ
ス
ク
は
い
い
わ
よ
。
」
と
い
っ
た
ら
、
1
つ
マ
ス
ク
が
う
れ
て
、
あ
と
ー
つ
だ
か
ら
、
わ
た
し
と
み
お
ち
ゃ
ん
は
、
あ
し
を
が
た
が
た
と
し
て
い
た
ら
、
や
っ
と
そ
の
ー
つ
の
マ
ス
ク
が
、
う
れ
た
か
ら
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、
先
生
に
「
や
っ
と
う
れ
ま
し
た
。
」
と
い
っ
た
ら
、
先
生
が
、
「
よ
か
っ
た
ね
。
」
と
い
っ
て
く
れ
た
か
ら
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
1
ば
ん
さ
い
し
ょ
は
う
れ
な
か
っ
た
の
に
、
さ
い
ご
に
は
、
う
れ
た
か
ら
、
ふ
し
ぎ
だ
な
っ
て
思
い
ま
し
た
。
　
次
に
、
読
み
合
っ
た
こ
の
取
材
力
ー
ド
か
ら
、
　
「
お
店
や
さ
ん
ご
っ
こ
の
楽
し
さ
」
の
具
体
を
み
ん
な
で
抜
き
出
す
。
　
例
え
ば
、
こ
の
「
前
野
し
ょ
う
子
」
さ
ん
の
作
文
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
「
お
店
や
さ
ん
ご
っ
こ
の
楽
し
さ
」
が
導
か
れ
て
く
る
。
先
の
表
2
に
即
し
て
い
え
ば
、
こ
う
な
る
。
　
・
「
開
店
準
備
の
楽
し
さ
」
の
う
ち
の
　
③
品
物
を
並
べ
る
楽
し
さ
　
・
「
開
店
営
業
の
楽
し
さ
」
の
う
ち
の
　
⑧
呼
び
込
む
楽
し
さ
　
⑨
会
話
す
る
楽
し
さ
　
・
「
売
れ
る
楽
し
さ
」
の
う
ち
の
　
⑩
買
っ
て
も
ら
う
楽
し
さ
安
河
内
百
己
表
現
と
し
て
の
作
文
の
指
導
⑫
次
々
と
売
れ
る
楽
し
さ
　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
楽
し
さ
の
具
体
の
す
べ
て
が
網
羅
さ
れ
て
く
る
ま
で
、
み
ん
な
の
取
材
力
ー
ド
か
ら
楽
し
さ
見
つ
け
を
し
て
い
く
。
　
こ
の
よ
う
に
し
て
見
つ
け
ら
れ
た
「
楽
し
さ
」
の
具
体
の
一
つ
一
つ
、
そ
れ
が
題
材
「
た
の
し
い
よ
　
お
み
せ
や
さ
ん
ご
っ
こ
」
に
つ
い
て
の
「
知
識
・
題
材
知
」
の
い
ち
い
ち
で
あ
る
。
　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
ー
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
題
材
に
つ
い
て
「
知
識
・
題
材
知
」
を
得
る
と
は
、
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
次
の
事
例
2
は
、
こ
の
よ
う
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
ー
が
う
ま
く
展
開
し
な
か
っ
た
場
合
で
あ
る
。
事
例
2
　
単
元
「
わ
た
し
は
こ
う
考
え
る
（
心
も
か
が
や
く
　
ク
リ
ー
ン
大
作
　
　
　
戦
）
」
　
（
福
岡
県
　
春
日
南
小
学
校
第
五
学
年
一
九
九
五
年
実
践
）
単
元
の
目
標
－
　
自
分
た
ち
の
掃
除
の
仕
方
を
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
見
直
し
、
掃
除
に
対
す
　
る
自
分
の
意
見
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
2
　
構
想
ノ
ー
ト
を
使
っ
て
作
文
全
体
を
見
通
し
な
が
ら
次
の
活
動
を
目
的
を
も
　
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
3
　
自
分
な
り
に
工
夫
し
な
が
ら
書
き
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
単
元
の
計
画
（
全
1
4
時
問
・
学
級
活
動
1
・
み
の
り
ー
・
国
語
科
1
2
）
1
　
教
材
文
「
自
然
を
大
切
に
」
に
よ
り
、
生
活
意
見
文
の
書
き
方
、
文
章
の
構
　
成
を
学
習
さ
せ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
語
科
1
時
問
）
2
　
校
舎
内
の
汚
れ
や
ご
み
の
よ
う
す
を
調
査
し
問
題
意
識
を
も
た
せ
、
今
の
掃
　
除
に
対
す
る
気
持
ち
を
振
り
返
ら
せ
る
。
　
　
　
　
　
　
（
学
活
1
時
問
）
3
　
構
想
ノ
ー
ト
の
使
い
方
や
、
取
材
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
せ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
長
崎
大
学
教
育
学
部
教
科
教
育
学
研
究
報
告
　
第
二
十
六
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
語
科
－
時
間
）
4
　
自
分
た
ち
が
掃
除
を
が
ん
ば
っ
て
い
る
様
子
を
取
材
さ
せ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
語
科
2
時
間
）
5
　
仮
の
主
題
を
決
め
、
そ
の
仮
主
題
に
そ
っ
て
、
不
足
し
て
い
る
観
点
を
見
つ
　
け
さ
せ
、
観
点
を
も
っ
て
取
材
さ
せ
る
。
　
　
　
　
　
（
国
語
科
4
時
間
）
6
　
取
材
力
ー
ド
を
見
直
し
、
自
分
の
一
番
主
張
し
た
い
こ
と
（
主
題
）
を
決
め
　
さ
せ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
語
科
1
時
間
）
7
　
主
題
を
伝
え
る
た
め
に
必
要
な
取
材
カ
ー
ド
を
選
ば
せ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
語
科
1
時
間
）
8
　
書
き
出
し
や
つ
な
ぎ
の
文
を
考
え
る
。
　
　
　
　
　
（
国
語
科
1
時
間
）
9
　
作
文
を
完
成
さ
せ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
語
科
1
時
間
）
10
作
文
を
発
表
し
合
い
、
友
達
の
考
え
や
工
夫
に
つ
い
て
話
し
合
わ
せ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
み
の
り
1
時
間
）
　
こ
の
単
元
は
、
単
元
名
「
わ
た
し
は
こ
う
考
え
る
」
が
示
す
よ
う
に
、
ま
た
、
指
導
観
に
言
う
よ
う
に
、
　
「
日
々
の
掃
除
活
動
に
つ
い
て
、
　
・
自
分
が
頑
張
れ
ば
頑
張
っ
た
だ
け
き
れ
い
に
な
っ
て
い
く
　
・
一
生
懸
命
働
い
た
後
の
満
足
感
や
爽
快
感
と
い
っ
た
」
類
の
、
単
に
精
神
的
に
が
ん
ば
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
作
文
を
書
こ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
　
「
『
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
掃
除
時
間
内
に
こ
ん
な
に
き
れ
い
に
な
る
。
』
こ
と
を
、
他
の
ク
ラ
ス
の
5
年
生
に
呼
び
か
け
る
」
、
そ
う
い
う
作
文
を
め
ざ
し
て
い
る
。
　
呼
び
か
け
る
と
い
う
以
上
、
呼
び
か
け
る
こ
と
の
内
容
は
、
こ
の
単
元
の
目
標
1
に
言
う
よ
う
に
、
ま
さ
に
「
い
ろ
い
ろ
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
そ
し
て
、
そ
の
「
い
ろ
い
ろ
」
が
創
意
さ
れ
て
く
る
の
は
、
掃
除
現
場
に
十
い
ち
ば
ん
詳
し
い
子
ど
も
た
ち
自
身
に
よ
っ
て
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
次
の
表
3
「
階
段
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
い
ろ
い
ろ
」
は
、
木
造
で
な
い
校
舎
の
、
一
階
か
ら
三
階
ま
で
の
階
段
掃
除
の
現
場
に
立
ち
合
っ
た
筆
者
に
よ
る
作
戦
要
領
で
あ
る
。
ク
リ
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ン
大
作
戦
り
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部
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を
細
分
化
し
て
一
区
域
、
一
部
署
に
集
中
し
て
分
担
な
し
表3　「階段クリーン大作戦いろいろ」
21
ク
リ
ー
ン
キ
ー
プ
大
作
戦
ご
み
・
ほ
こ
り
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
作
戦
砂
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
作
戦
　
表
3
の
よ
う
に
、
こ
の
大
作
戦
は
、
　
「
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
と
「
ク
リ
ー
ン
キ
ー
プ
大
作
戦
」
の
二
つ
か
ら
な
る
。
　
「
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
は
、
　
「
掃
除
の
量
へ
の
挑
戦
」
、
　
「
掃
除
の
重
点
化
へ
の
挑
戦
」
、
　
「
掃
除
の
分
担
化
へ
の
挑
戦
」
の
三
つ
か
ら
な
る
。
　
第
一
作
戦
は
、
　
「
掃
除
の
量
へ
の
挑
戦
」
で
あ
る
。
　
「
掃
除
の
量
」
の
段
階
は
、
示
し
た
よ
う
に
十
一
段
階
あ
る
。
十
五
分
と
い
う
決
め
ら
れ
た
掃
除
時
問
内
に
、
何
段
階
ま
で
や
る
こ
と
が
で
き
る
か
へ
の
挑
戦
で
あ
る
。
　
筆
者
の
中
学
校
で
の
実
践
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
量
へ
の
挑
戦
は
、
同
時
に
掃
除
の
質
へ
の
挑
戦
と
も
な
る
。
量
を
こ
な
そ
う
と
す
れ
ば
掃
除
行
動
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
ね
ば
な
ら
ず
、
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
れ
ば
そ
れ
だ
け
仕
上
が
り
も
ま
た
き
れ
い
に
な
る
。
速
か
ろ
う
、
汚
か
ろ
う
、
と
は
ま
ず
な
ら
な
い
。
　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
掃
除
量
へ
の
挑
戦
は
、
　
「
掃
除
の
分
担
化
へ
の
挑
戦
」
の
「
1
　
分
担
区
域
、
部
署
を
細
分
化
し
て
」
へ
の
挑
戦
と
も
な
る
。
掃
除
現
場
の
状
態
と
そ
こ
に
配
当
す
る
人
員
の
最
適
化
を
図
る
こ
と
な
し
に
、
量
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
な
の
で
。
　
以
上
の
第
一
作
戦
の
実
施
に
よ
っ
て
、
　
「
掃
除
の
量
」
は
表
3
中
の
「
7
側
面
を
拭
く
」
段
階
に
ま
で
は
達
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
作
戦
に
取
り
組
む
前
ま
で
は
、
せ
い
ぜ
い
「
4
　
面
を
拭
く
」
段
階
ま
で
で
あ
っ
た
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
だ
け
で
も
「
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
の
成
果
は
相
当
な
も
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
第
一
作
戦
の
効
用
は
こ
の
あ
た
り
ま
で
。
　
そ
こ
で
、
第
二
作
戦
「
掃
除
の
重
点
化
へ
の
挑
戦
」
の
開
始
。
　
「
量
へ
の
挑
戦
」
の
「
8
～
n
」
の
「
磨
く
」
段
階
に
至
る
に
は
、
担
化
へ
の
挑
戦
」
の
「
2
　
一
区
域
、
一
部
署
に
集
中
し
て
」
須
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
作
戦
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
他
の
区
域
の
掃
除
は
す
べ
て
」
時
休
止
と
し
て
、
全
員
で
一
日
か
二
日
、
か
る
。
「
掃
除
の
分
　
段
階
へ
の
挑
戦
が
必
教
室
と
か
外
掃
と
か
、
　
　
　
　
　
こ
れ
に
か
　
第
三
の
作
戦
は
、
こ
の
第
二
作
戦
の
途
中
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
　
「
ク
リ
ー
ン
キ
ー
プ
大
作
戦
」
と
「
掃
除
の
分
担
化
へ
の
挑
戦
」
の
「
3
　
分
担
な
し
」
と
の
二
つ
を
併
用
し
て
行
う
作
戦
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
間
、
第
一
作
戦
は
ず
っ
と
継
続
さ
れ
て
い
る
。
　
「
ク
リ
ー
ン
キ
ー
プ
大
作
戦
」
が
こ
の
時
点
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
の
は
、
キ
ー
プ
し
た
い
ほ
ど
に
ク
リ
ー
ン
と
な
ら
な
け
れ
ば
こ
の
作
戦
の
効
果
は
望
め
な
い
か
ら
。
　
ま
た
、
「
3
　
分
担
な
し
」
へ
の
挑
戦
が
こ
の
時
点
か
ら
な
の
は
、
誰
が
ど
こ
を
と
い
う
掃
除
分
担
が
決
め
ら
れ
て
い
な
く
と
も
、
そ
の
日
の
掃
除
区
域
の
状
態
を
見
て
、
よ
し
今
日
は
こ
こ
の
掃
除
を
し
よ
う
と
、
自
分
で
判
断
し
て
掃
除
行
動
が
始
め
ら
れ
る
に
は
、
こ
の
時
点
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
ら
。
　
こ
こ
に
至
っ
て
、
掃
除
は
、
よ
う
や
く
、
さ
せ
ら
れ
る
ノ
ル
マ
と
し
て
の
仕
事
か
ら
、
自
ら
進
ん
で
や
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
仕
事
へ
と
昇
華
さ
れ
て
く
る
。
　
「
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
は
、
た
だ
掃
除
の
対
象
が
ク
リ
ー
ン
に
な
れ
ば
い
い
、
と
い
う
の
で
あ
っ
て
は
な
る
ま
い
。
こ
の
単
元
の
指
導
観
に
も
言
う
よ
う
に
、
　
「
今
ま
で
も
っ
て
い
た
掃
除
に
対
す
る
見
方
や
考
え
方
が
変
わ
っ
た
り
、
自
分
の
努
力
や
工
夫
や
協
力
な
ど
を
表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
認
識
の
変
容
」
が
あ
っ
て
こ
そ
の
「
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
教
育
と
い
う
も
の
の
営
み
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
　
「
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
と
言
う
以
上
は
、
　
「
階
段
掃
除
」
の
場
合
に
見
た
よ
う
作
戦
要
領
が
、
具
体
的
に
、
教
室
や
ト
イ
レ
な
ど
各
掃
除
区
域
ご
と
に
立
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
　
「
大
作
戦
」
の
名
に
見
合
っ
た
掃
除
は
展
開
さ
せ
ら
れ
る
べ
く
も
な
い
。
　
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
結
果
は
、
そ
れ
を
題
材
と
す
る
作
文
も
ま
た
「
書
く
こ
と
が
な
い
」
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
　
で
は
、
こ
の
よ
う
な
作
戦
要
領
は
ど
の
よ
う
に
し
て
立
て
る
か
。
ま
か
り
間
違
っ
て
も
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
ま
た
、
事
例
安
河
内
百
己
表
現
と
し
て
の
作
文
の
指
導
十
一
長
崎
大
学
教
育
学
部
教
科
教
育
学
研
究
報
告
　
第
二
十
六
号
1
で
も
言
っ
た
よ
う
に
、
教
師
の
ほ
う
で
一
方
的
に
立
て
て
、
そ
れ
を
子
ど
も
た
ち
に
指
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
　
あ
く
ま
で
も
子
ど
も
た
ち
の
「
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
の
実
践
か
ら
導
き
出
さ
せ
る
。
　
そ
こ
で
、
ま
ず
は
、
自
分
た
ち
が
行
っ
た
「
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
の
あ
り
よ
う
を
客
体
化
さ
せ
る
。
　
単
元
の
計
画
に
よ
れ
ば
、
そ
の
た
め
の
時
間
は
、
4
自
分
た
ち
が
掃
除
を
が
ん
ば
っ
て
い
る
様
子
を
取
材
さ
せ
る
（
第
一
次
取
材
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
語
科
、
掃
除
で
一
一
時
間
V
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
こ
れ
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
一
週
間
の
取
材
の
期
間
が
要
る
。
　
大
作
戦
と
し
て
の
掃
除
を
し
て
は
、
し
た
こ
と
の
手
順
、
方
法
、
効
果
、
所
要
時
問
を
細
か
に
記
録
（
取
材
）
し
、
そ
れ
を
も
と
に
明
日
は
ど
う
す
る
か
、
掃
除
班
ご
と
の
作
戦
会
議
を
も
ち
、
そ
の
よ
う
す
を
も
ま
た
記
録
（
取
材
）
す
る
。
そ
し
て
、
担
任
と
し
て
は
、
そ
の
取
材
力
ー
ド
に
目
を
と
お
し
て
は
次
の
日
の
朝
、
す
ぐ
れ
た
作
戦
の
紹
介
を
、
作
戦
の
具
体
が
よ
く
分
か
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
文
章
表
現
の
よ
さ
と
と
も
に
、
一
つ
か
二
つ
か
、
必
ず
行
う
。
　
こ
う
し
た
「
取
材
力
ー
ド
」
集
積
の
た
め
の
期
間
が
、
少
な
く
と
も
一
週
間
は
要
る
の
で
あ
る
。
　
そ
う
で
な
い
と
、
題
材
で
あ
る
「
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
に
つ
い
て
の
「
知
識
・
題
材
知
」
を
得
る
材
料
と
な
る
事
実
（
そ
れ
が
「
取
材
力
ー
ド
」
の
内
容
）
が
手
元
に
揃
わ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
二
　
こ
れ
が
、
フ
イ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
ー
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
題
材
に
つ
い
て
「
知
識
・
題
材
知
」
を
得
る
た
め
に
取
材
す
る
こ
と
の
具
体
で
あ
る
。
　
事
例
2
の
場
合
、
単
元
の
計
画
と
し
て
、
こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
ー
を
行
う
場
の
確
保
が
不
十
分
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
2
知
・
関
係
知
づ
く
り
と
し
て
の
構
想
・
構
成
活
動
　
二
つ
め
の
、
　
「
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
題
材
を
媒
介
に
し
て
、
自
分
自
身
の
「
知
・
関
係
知
」
を
つ
く
り
出
す
こ
と
」
の
具
体
（
そ
の
内
容
、
そ
の
方
法
）
に
つ
い
て
、
先
の
事
例
1
・
2
に
見
て
み
よ
う
。
　
フ
イ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
ー
の
成
果
と
し
て
、
一
週
間
分
の
取
材
力
ー
ド
（
こ
れ
に
は
、
作
戦
の
具
体
の
一
つ
一
つ
が
、
小
見
出
し
の
形
で
す
で
に
記
さ
れ
て
い
る
）
が
集
ま
っ
た
ら
、
次
に
、
こ
れ
ら
取
材
カ
ー
ド
を
材
料
に
、
各
掃
除
区
域
ご
と
の
作
戦
要
領
を
担
当
の
班
で
立
て
る
。
立
て
た
ら
、
発
表
し
合
っ
て
、
さ
ら
に
よ
い
ア
イ
デ
イ
ア
を
み
ん
な
か
ら
も
ら
う
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
よ
り
よ
い
作
戦
要
領
を
立
て
る
。
　
こ
う
や
っ
て
得
ら
れ
る
作
戦
要
領
が
、
例
え
ば
先
の
表
3
「
階
段
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
い
ろ
い
ろ
」
で
あ
る
。
　
こ
れ
が
、
フ
イ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
2
の
展
開
の
具
体
の
一
つ
。
　
そ
し
て
、
次
の
週
は
、
立
て
た
作
戦
要
領
に
よ
る
大
作
戦
の
本
格
的
実
施
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
表
3
の
作
戦
要
領
は
、
こ
の
ま
ま
で
、
す
ぐ
に
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
に
役
立
つ
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
　
例
え
ば
、
　
「
よ
し
、
今
日
か
ら
は
『
ク
リ
ー
ン
キ
ー
プ
大
作
戦
』
の
『
1
ご
み
・
ほ
こ
り
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
作
戦
』
に
と
り
か
か
ろ
う
。
」
と
い
う
よ
う
に
、
ま
ず
は
、
ど
の
作
戦
を
と
る
か
の
選
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
選
定
が
で
き
た
ら
、
次
に
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
「
ご
み
・
ほ
こ
り
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
作
戦
」
を
進
め
る
か
、
さ
ら
に
細
か
で
、
具
体
的
な
作
戦
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
濡
れ
た
雑
巾
二
〇
枚
を
階
段
の
一
段
目
の
手
前
に
敷
き
つ
め
る
。
雑
巾
は
一
日
に
三
度
は
洗
う
、
な
ど
と
い
う
よ
う
に
。
　
そ
し
て
、
こ
こ
で
も
、
ま
た
、
そ
の
手
順
、
方
法
、
効
果
、
所
要
時
問
な
ど
に
つ
い
て
の
記
録
（
取
材
）
を
し
て
い
く
。
　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
3
で
、
自
分
自
身
に
と
っ
て
も
っ
と
も
必
要
な
、
も
っ
と
大
事
な
「
知
・
関
係
知
」
を
得
て
い
く
と
は
、
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
以
上
は
、
　
「
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
と
し
て
の
二
週
間
で
あ
る
。
国
語
科
の
学
習
と
し
て
の
二
週
問
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
毎
日
の
掃
除
の
時
間
で
あ
り
、
毎
日
の
短
学
活
の
時
間
で
あ
り
、
時
問
割
り
に
組
み
込
ま
れ
た
学
級
活
動
の
時
問
の
活
動
で
あ
る
。
国
語
科
の
時
問
の
活
動
で
は
な
い
。
　
国
語
科
は
、
あ
く
ま
で
も
学
級
行
事
（
イ
ベ
ン
ト
）
と
し
て
な
さ
れ
た
こ
の
「
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
を
、
作
文
の
題
材
と
し
て
活
用
さ
せ
て
も
ら
う
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
題
材
は
、
五
学
年
と
し
て
の
表
現
力
を
育
て
る
に
、
こ
の
時
期
の
最
も
適
切
も
の
だ
（
と
い
う
教
科
担
任
と
し
て
の
判
断
が
あ
っ
た
。
）
、
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
学
級
行
事
と
国
語
科
と
を
、
こ
の
よ
う
に
抱
き
合
わ
せ
に
す
る
こ
と
の
恩
恵
を
受
け
る
の
は
、
一
方
的
に
国
語
科
だ
け
、
と
は
な
ら
な
い
。
学
級
行
事
の
ほ
う
に
し
て
も
、
行
事
を
客
体
化
す
る
こ
と
、
客
体
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
事
の
本
質
（
行
事
の
論
理
）
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
事
の
意
味
づ
け
を
す
る
こ
と
、
な
ど
の
点
に
お
い
て
、
国
語
科
で
行
う
取
材
活
動
、
構
想
活
動
、
構
成
活
動
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
大
、
で
あ
る
。
3
　
自
分
に
必
要
で
有
効
な
「
知
・
関
係
知
」
の
獲
得
　
次
に
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
立
場
や
目
的
に
照
ら
し
、
ほ
ん
と
う
に
自
分
に
と
っ
て
必
要
で
有
効
な
「
知
・
関
係
知
」
を
獲
得
す
る
こ
と
の
具
体
を
、
事
例
1
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
　
事
例
1
の
場
合
、
二
回
目
の
「
お
店
や
さ
ん
ご
っ
こ
」
は
、
一
回
目
と
同
じ
筆
者
「
前
野
し
ょ
う
子
」
さ
ん
の
取
材
力
ー
ド
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
　
　
い
っ
ぱ
い
う
れ
た
よ
。
し
な
も
の
　
　
　
二
年
前
野
し
ょ
う
子
　
ま
ず
さ
い
し
ょ
に
、
よ
う
い
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
お
お
き
な
、
な
が
し
か
く
の
つ
く
え
を
、
し
ょ
う
か
せ
ん
の
、
左
が
わ
に
、
ま
ど
が
あ
っ
て
、
そ
の
ち
か
く
に
、
つ
く
え
を
お
き
ま
し
た
。
外
が
わ
に
む
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
つ
ぎ
に
か
ん
ば
ん
を
は
り
ま
し
た
。
外
む
き
な
の
で
外
の
ほ
う
に
、
か
ん
ば
ん
を
は
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
わ
た
し
が
、
「
こ
こ
ら
へ
ん
で
い
い
か
な
。
」
て
み
お
ち
ゃ
ん
に
き
き
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
、
み
お
ち
ゃ
ん
が
、
「
う
ん
、
そ
こ
ら
へ
ん
で
い
い
よ
。
」
と
い
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
右
が
わ
に
か
ん
ば
ん
を
、
は
り
ま
し
た
。
か
ん
ば
ん
を
つ
け
る
と
き
は
、
テ
ー
プ
で
は
り
ま
し
た
。
ペ
タ
ペ
タ
。
と
か
、
「
こ
こ
か
な
。
」
と
か
、「
う
ん
、
そ
こ
で
い
い
か
な
。
」
と
か
い
っ
て
、
は
り
ま
し
た
。
　
つ
ぎ
に
わ
た
し
と
み
お
ち
ゃ
ん
は
、
ぼ
う
し
と
、
な
ふ
だ
を
じ
ぶ
ん
で
つ
け
ま
し
た
。
そ
の
つ
ぎ
に
、
し
ょ
う
ひ
ん
を
、
1
つ
ず
つ
な
ら
べ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
つ
ぎ
に
、
ば
い
ん
だ
あ
を
、
い
す
の
下
に
、
お
き
ま
し
た
。
ふ
で
ば
こ
も
、
安
河
内
百
己
表
現
と
し
て
の
作
文
の
指
導
十
三
長
崎
大
学
教
育
学
部
教
科
教
育
学
研
究
報
告
　
第
二
十
六
号
　
い
す
の
下
に
お
き
ま
し
た
。
　
そ
し
て
、
先
生
に
、
　
　
「
お
さ
い
ふ
も
っ
て
こ
な
い
ん
で
す
か
。
」
　
と
い
っ
た
ら
、
先
生
が
、
　
　
「
も
っ
て
く
る
よ
。
」
　
と
い
っ
た
の
で
、
わ
た
し
は
、
い
そ
い
で
み
お
ち
ゃ
ん
と
き
ょ
う
し
つ
に
い
っ
て
、
　
み
お
ち
ゃ
ん
と
お
さ
い
ふ
を
と
り
に
い
き
ま
し
た
。
　
そ
し
て
、
み
ん
な
で
あ
つ
ま
っ
て
、
お
は
な
し
を
し
て
い
た
ら
、
1
組
さ
ん
が
き
　
ま
し
た
。
　
　
そ
し
て
、
先
生
が
、
お
は
な
し
を
や
め
て
、
と
ら
い
や
ん
ぐ
る
で
、
1
組
さ
ん
　
を
む
か
え
て
、
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
、
　
　
「
い
ら
つ
し
ゃ
い
ま
せ
。
」
　
と
い
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
1
組
さ
ん
は
、
1
せ
い
に
と
び
こ
ん
で
き
ま
し
た
。
　
さ
い
し
ょ
の
ほ
う
は
、
人
が
あ
ん
ま
り
こ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
わ
た
し
が
、
　
　
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。
お
ま
け
つ
き
だ
よ
。
」
　
と
め
い
い
っ
ぱ
い
大
き
く
い
っ
た
ら
、
お
き
ゃ
く
さ
ん
が
5
6
人
き
ま
し
た
。
だ
か
　
ら
、
も
つ
と
も
つ
と
い
い
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
、
ど
ん
ど
ん
1
組
さ
ん
が
き
た
か
　
ら
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、
だ
ん
だ
ん
、
の
っ
て
き
て
、
そ
れ
で
、
　
　
「
こ
れ
お
ま
け
。
2
こ
ず
つ
よ
。
」
　
と
い
っ
た
ら
、
ど
ん
ど
ん
お
き
ゃ
く
さ
ん
が
き
た
か
ら
、
た
の
し
い
な
と
思
い
ま
　
し
た
。
こ
え
を
だ
し
た
か
ら
、
す
こ
し
、
が
ら
が
ら
ご
え
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
　
と
、
ぜ
ん
ぶ
う
れ
た
か
ら
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
　
「
前
野
し
ょ
う
子
」
さ
ん
が
二
回
目
で
得
た
さ
ん
ご
っ
こ
」
の
「
楽
し
さ
」
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
お
店
や
・
「
開
店
準
備
の
楽
し
さ
」
の
う
ち
の
①
机
の
配
置
を
す
る
④
看
板
を
出
す
③
品
物
を
並
べ
る
・
「
開
店
営
業
の
楽
し
さ
」
の
う
ち
の
⑧
呼
び
込
む
・
「
計
算
す
る
楽
し
さ
」
の
う
ち
の
⑭
お
ま
け
を
つ
け
る
十
四
　
こ
れ
を
見
る
と
、
二
回
目
な
ら
で
は
の
「
お
店
や
さ
ん
ご
っ
こ
」
の
「
楽
し
さ
」
と
し
て
、
一
回
目
の
「
楽
し
さ
」
に
①
、
④
、
⑭
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
「
前
野
し
ょ
う
子
」
さ
ん
は
、
先
の
表
2
に
見
た
「
た
の
し
い
よ
　
お
み
せ
や
さ
ん
ご
っ
こ
」
に
つ
い
て
の
「
知
・
関
係
知
」
の
う
ち
か
ら
、
①
、
④
、
⑭
を
、
自
分
自
身
に
と
っ
て
も
っ
と
も
必
要
、
も
っ
と
も
大
事
な
「
知
・
関
係
知
」
と
し
て
選
定
し
た
こ
と
に
な
る
。
